
    

 

 
 
高齢者の肺炎球菌感染症予防接種を受ける前に必ずこの説明文をよく読み、接種の必要性や副反

応についてよく理解した上で接種を受けてください。 
高齢者の肺炎球菌感染症予防接種には法律上の接種義務はありませんので、本人が接種を希望す

る場合に限り接種してください。 
 

 

 

 

 

 

 

◆ 予防接種を受けられない方 
・明らかに発熱のある方（体温が37.5度以上） 
・重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな方 
・過去に肺炎球菌予防接種液に含まれる成分によって、アナフィラキシーショック(※)を起こしたこ
とがある方（他の医薬品等でアナフィラキシーショックを起こしたことがある方は、接種を受け
る前にその旨を医師に伝え、判断を仰いでください） 

・その他、医師が不適当な状態と判断した方 
 (※)アナフィラキシーショック…通常接種後約30分以内に起こるじんましん、呼吸困難、血管浮腫などの重篤なアレルギー反応 

 
◆ 下記に該当する方は、予防接種を受ける際に医師とよく相談してください 
・過去５年以内に、23価肺炎球菌ワクチン（ニューモバックスＮＰ）を接種したことのある方 
 

 ・５年以内の接種により注射した部分が硬くなる、痛む、赤く腫れるなどの症状が強く出ることが
あるため、医師とよく相談してください。 

・心臓病、腎臓病、肝臓病や血液、呼吸器の病気等で治療を受けている方 
・過去にけいれんを起こしたことがある方 
・過去に免疫不全と診断されている方、及び近親者に先天性免疫不全症の方がいる方  
・過去に予防接種を受けた後２日以内に発熱、発疹、じんましんなどのアレルギー症状がみられた方 

 
◆ 予防接種を受けるときの注意事項 
・気にかかることや分からないことは、かかりつけの医師にご相談ください。 
・予診票は、接種をする医師にとって予防接種の可否を決める大切な情報です。 
接種を受ける本人又は家族が責任をもって記入し、正しい情報を医師に伝えましょう。 

  
◆ 予防接種の副反応 
・予防接種の注射の跡が赤みを帯びたり、腫れたり、痛んだりすることがあります。 
・発熱、寒気、頭痛、全身のだるさなどがみられることもありますが、いずれも通常２～３日のう
ちに治ります。 

・非常にまれですが、接種後30分以内にショックやじんましん、呼吸困難などの副反応が現れる場
合もあります。 

・接種後数日から２週間以内に発熱、頭痛、けいれん、運動障害、意識障害の症状が現れることも
あります。 

・接種後は体調の変化に十分注意し、接種した部位の異常な反応、高熱、けいれんなどの症状が出
た場合には、速やかに医師の診察を受けましょう。 

 
◆ 予防接種を受けた後の注意事項 
・予防接種を受けた後30分間は、急な副反応が起こることがあります。体の状態に異変を感じたと 
きは、医師（医療機関）とすぐに連絡を取れるようにしておきましょう。 

・接種後に発熱したり、接種した部位が腫れたり、赤くなったりすることがありますが一般にその 
症状は軽く、通常、数日中に消失します。 

・入浴は差し支えありませんが、注射した部位を強くこすることはやめましょう。 
・接種当日は、激しい運動、大量の飲酒は避けましょう。 

 
◆ 健康被害の救済制度について 
・副反応による健康被害が生じた場合、予防接種法に基づく補償を受けることができます。 
・救済制度の申請が必要になった場合には、診察した医師及び遠野市保健医療課へご相談ください。 

▶ 肺炎球菌は、主に気道の分泌物に含まれる細菌で、唾液などを通じて飛沫感染し、気管支炎や肺
炎、敗血症などの重い合併症を引き起こすことがあります。 

▶ 肺炎は、わが国の死亡原因の第５位となっています。また、日常的に生じる成人の肺炎のうち1/
４～1/3は肺炎球菌が原因と考えられています。 

▶ この予防接種は、約90種類ある肺炎球菌のうち23種類の予防を対象とした「23価肺炎球菌ワ
クチン（ニューモバックスＮＰ）」を接種するものです。 

高齢者の肺炎球菌感染症予防接種についての説明書 

※２回目以降の接種は任意接種となり助成対象になりませんので予めご了承願います。 
 

接種前に必ずお読みください 


